
 

 

死 因 分 類 

 

１ 死因簡単分類と死因基本分類との対照表 

 
注 1：死因基本分類は「ICD-10（2013 年版）」に準拠している。赤字・下線は変更箇所（変更があった際に表記） 

注 2：基本分類コードのうち、原死因には用いない分類コード及び星印付の分類コードは除いている。 

注 3：これらの分類を精神保健の分野で使用する場合は、「精神及び行動の障害」を「精神疾患」と読み替えて使用す

ることができる。 



 

 

２ 選択死因分類と死因簡単分類及び死因基本分類との対照表 

 
注：選択死因分類コードの Seは Selectionの略である。 

 

３ 死因順位に用いる分類項目 

注：新生児の細菌性敗血症は「周産期に発生した病態」に、高血圧性心疾患は「高血圧性疾患」に含まれる。 



 

 

４ 乳児死因簡単分類と死因基本分類及び死因簡単分類との対照表 

 

注１：乳児死因簡単分類コードの Ba は Babyの略である。 

注２：「敗血症」には、"新生児の細菌性敗血症"を含まない。 


